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第

秋
も
深
ま
り
、
淀
姓
に
秋
風
の
吹
く

季
節
を
迎
え
、
学
生
諸
君
も
よ
り
一
州

勉
学
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
ん
で
い
る

事
と
思
い
ま
す
。

槻
て
今
回
　
早
く
も
４３
回
目
を
迎
え

る
淀
奈
及
び
大
学
祭
が
１１
月
１
日
か
ら

４
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
昨

早
に
引
き
続
き
　
６
号
館
の
新
設
工
丁

の
中
で
行
わ
れ
る
為
、
西
中
に
は
全
く

使
え
ず
、
束
中
庭
に
は
仮
哉
食
生
が
姓

ち
、
本
館
下
の
ス
テ
ー
ジ
は
極
小
さ
い

も
の
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
工
■

は
、
我
々
学
生
が
，
特
に
こ
れ
か
ら
入

学
し
て
く
る
人
々
が
、　

‐没術
の
整
っ
た

新
校
舎
で
学
べ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
巳
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
の
様
に
工
事
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
い
か
４
日
間
の
為
に
　
淀
祭
実

行
委
員
会
、
大
学
祭
実
行
参
員
会
を
中

心
に
　
大
搾
の
学
生
が
半
年
以
上
も
前

か
ら
そ
の
準
備
に
取
り
か
か
り
　
昨
年

以
上
の
成
功
を
納
め
よ
う
と
日
夜
活
動

し
て
お
り
、
そ
の
苦
労
た
る
や
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

我
々
応
援
団
も
淀
公
の
一
哄
と
し
て

演
武
然
、
ビ
ア
パ
ー
テ
イ
ー
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
特
に
演
武
余
は

試
合
の
応
援
や
、
Ｔ
大
の
話
行
■
の
時

に
し
か
お
兄
せ
す
る
機
会
の
な
い
型
や

欧
の
振
り
を
お
児
せ
で
き
る
唯

一
の
場

で
あ
り
ま
す
。
昨
今
の
急
淑
な
社
会
状

況
の
中
で
　
こ
の
よ
武
祭
に
登
場
す
る

各
部
の
武
道
村
仲
は
、　
一
定
不
変
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
先
十
方
か
ら

受
け
継
い
だ
伝
統
を
単
び
、
精
神
と
内

体
を
鰊
磨
す
る
為
、
日
夜
帯
古
を
積
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
年
に
一
度

し
か
な
い
こ
の
演
武
余
に
全
て
の
情
熱

を
ぶ
つ
け
て
い
き
ま
す
の
で
　
皆
様
方

に
足
非
御
叱
蚊
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
学
祭
と
は
、
リ
ン
カ
ー
ン

の
言
葉
を
借
り
る
と
、
学
生
の
、
■
生

に
よ
る
学
生
の
為
の
行
■
で
あ
り
ま
す

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
年
、
課
外
活

動
を
し
て
い
る
学
生
の
み
参
加
し
、
ど

の
団
体
に
も
所
札
し
て
い
な
い
一
般
半

生
の
多
く
は
、
半
な
る
逆
休
と
し
か
考

え
ず
、
あ
る
者
は
バ
イ
ト
を
や
り
、
又

あ
る
者
は
＝
省
す
る
と
い
う
様
な
風
湖

が
兄
ら
れ
ま
す
。
学
祭
は
当
然
皆
の
も

の
で
あ
り
、
各
学
生
の
積
極
性
が
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

多
く
の
学
生
が
女
工
な
時
間
を
賞
し
て

行
わ
れ
る
こ
の
学
祭
が
成
功
す
る
か
否

か
は
、
学
生
一
人
一
人
が
ど
れ
だ
け
門

心
を
持
ち
、
そ
れ
に
対
し
て
行
動
す
る

か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
全
学
生
が
カ

を
合
わ
せ
て
頑
破
っ
た
方
が
よ
り
良
い

も
の
に
な
る
筈
で
す
。
淀
祭

・
大
学
祭

に
一
人
で
も
多
く
参
加
さ
れ
、
姓
非
成

功
さ
せ
て
戴
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
御
多
忙
中

に
当
号
に
執
年
蚊
い
た
淀
公
実
行
斉
貝

会
委
員
長
に
は
，
紙
面
を
借
り
て
厚
く

御
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

十
八
号

L

一十
九
代
国
長
挨
拶

大
阪
工
業
大
学
應
援
国

国

長

岩

田

真

典

国

ホ
ツ

ト

ス

秋

も

深
ま

り
　

半

円
祭

の
季

節

と
な

り
ま

し
た

。
淀
祭

も
今

年

で
第

４３

Ｈ
を

迎

え
る

に
あ

た

り
、

実
行

委

員
会

一
同
、

気
持

ち

も
新

た

に
祇

り
切

つ
て
お
り
ま

す

。
本

年

の
テ
ー

マ
で
あ

る

「〓

○

可

∽
弓
＞

↓

出
Ｏ
Ｚ

　

∽
弓
＞

ヵ

司
．

」

は
、

正

に
、
我

々
の
気

持

ち
を

表

し

て

い
ま
す

。

淀
《

が

工
人

生

に
と

っ
て
の

「情
熱

の
駅
」
ｔ

〓

○

弓

　

∽
弓
ン

弓

出
Ｏ
Ｚ

こ

と
な

る

こ
と
を
折

り

、

そ

し

て
気

持

ち

を
新

た

に

こ
∽
弓
＞

刃

司
▽ｖ

し
、
ま

た

来
た

る
■

田
創

立

７０
周
年

に

向
け
て
更
に

〓
∽
司
ン
声
↓
と
し
よ
う

で
は
な
い
か
、
と
い
う
我
々
の
願
い
で

あ
り
ま
す
。
淀
余
は
参
加
し
て
下
さ
る

皆
さ
ん
に
充
実
し
た
時
を
過
ご
し
て
頂

く
湘
に

こ
Ｅ
Ｏ
弓

∽
↓
＞
司
出
Ｏ
Ｚ
〓

を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は

一
」
Ｃ
Ｚ
　
∽
【
】

＜
＞
い
パ
門
脚

（∽
）
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
充
分
、

前
足
し
て
頂
け
る
も
の
に
な
る
と
思
い

ま
す
）
・

更
に
　
大
阪
女
子
短
期
大
学
と
の
合

同
企
画
と
し
て

こ
『
＞
∽
工

出
Ｏ
Ｚ

∽
冨
○
タ
ー
ｖを
行
な
い
ま
す
。
例
年
に

は
無
い
活
気
で
、
盛
り
上
が
る
こ
と
で

し
よ
う
。
そ
の
他
、
様
々
な
＝
物
、
棋

擬
店
な
ど
で

一
川
姓
り
上
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

今
年
の
淀
公
は
、
例
隼
よ
り
▽▽洋
瀞
．．

”
Ｏ
望
由
列
　
⊂
”
し
て
、
皆
様
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は

こ
Ｅ
Ｏ
弓
　

∽
弓
＞
↓

日
Ｏ

Ｚ
．．
か
ら
の

こ
∽
↓
＞
刃
↓
．
こ
で
す
。

六
月
五
日

朴
の
■
外
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

（於
　
森
ノ
官
庁
少
年
会
館

文
化
ホ
ー
ル
）

上
方
落
語
研
究
部

上
月
二
十
日

第
二
十
八
―‐可
大
門
省
席

（於
　
コ
ス
モ

‐
証
券
ホ
ー
ル
８
Ｆ
）

六
月
二
十

一
口

か
な
り
あ
省
片

（於
　
８
ヶ
鮒
１
附

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

ン
コ
ン
ホ
ー
ル
）

演
劇
部

六
月
九
日

迷
川
逃
治
　
６
月
公
演

ま
ほ
う
つ
か
い
の
で
し

（於
　
Ｃ
＆
Ａ
　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
　
４
Ｆ

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
０
　
２
１
４
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部

六
月
十
七
日

独
吼
奏
会

（於
　
上
大
６０
周
年
記
念
計
上
）

茶
道
部

六
月
二
十
七
日

新
人
茶
会

（於
　
部
室
セ
ン
タ
ー
エ
階
木
宝
）

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

六
月
二
十
二
日

第
二
十
八
国
大
阪
府
吹
奏
楽
余

（於
　
大
阪
府
立
庁
少
年
会
館
）

文
化
会
音
楽
祭
実
行
委
員
会

十
月
十
九
日

第
二
十
七
回
音
楽
祭

（於
　
森
ノ
宮
肝
少
年
会
館

文
化
ホ
ー
ル
）

平
成

体
育
会

ボ
ク
シ
ン
グ
部

第
四
十
二
凹
近
畿
学
生ｉ
ボ
ク
シ
ン
グ

リ
ー
グ
性
　
　
（於
　
止
谷
人
半
）

一
同
戦
　
二
月
十
八
日

対
神
戸
由
船
大
　
四
対

一　
跡
利

二
回
性
　
一〈
月

一
日

対
仲
戸
学
院
大
　
一二
対
二
　
勝
利

〓
阿
戦
　
」（
月
八
日

対
大
任
大
　
　
　
四
対

一　
勝
利

決
勝
政
　
一（
月
十
五
日

壮
阪
南
大
　
　
　
一
一対
三
　
敗
迷

三
部
準
優
勝

二
部
技
能
賞
受
賞

加
藤
　
和
浩
君
　
　
（
Ｉ
Ｍ
４
）

準
硬
式
野
球
部

阪
神
六
大
学
本
季
り
―
グ
喰

（於
　
住
之
江
球
場
）

四
月
十
二
日

対
大
阪
市
大
　
　
八
対
大
　
勝
利

四
月
十
九
日

対
府
大
　
　
　
　
八
対
三
　
敗
選

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

門
西
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

秋
季
大
会

　

（於
　
長
居
体
古
館
）

対
滋
賀
大
　
一
一十
対
十
六
　
勝
利

空
手
道
部

淀
都
工
大
学
総
合
定
川
戦

優
勝

第
二
十
五
回
円
西
学
生
空
手
止
個
人

辻
手
確
大
会

（於
　
神
戸
市
立
中
央
体
古
館
）

関
　
弘
隆

（
Ｉ
Ｃ
３
）
四
回
戦
進
出

不
動
禅
少
林
寺
拳
法
部

新
人
戦

（於
　
上
大
第
二
体
古
館
）

中
＝
　
牧
人

（Ｉ
Ｅ
２
）

■
々
決
勝
進
出

体
操
部

西
日
本
学
生
体
操
競
技
辻
手
材
大
会

伊
藤
　
性
市

（
Ｉ
Ｂ
４
）

全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会

予
選
通
過

カ
ヌ
ー
部

第
十
九
旧
問
西
カ
ヌ
ー
ヮ
イ
ル
ド
ウ

ォ
ー
タ
ー
辻
手
糀
大
会（於

　
加
田
川
）

倉
橋
　
一
徳

（Ｉ
Ｅ
３
）
大
阪
二
位

守
ｒ
　
英
≠

（Ｉ
Ｅ
２
）
大
阪
二
位

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

施
部
五
大
学
対
抗
戦

総
合
三
位

漕
艇
部

平
成
二
年
度
問
酉
学
生
新
人
レ
ガ
ツ

タ
　
　
　
　
　
　
　
（於
　
桜
官
）

大
工
大
Ａ
ク
ル
ー
　
率
優
勝

サ
ッ
カ
ー
部

本
期
リ
ー
グ
戦

（於
　
姫
路
独
協
大
）

第
七
戦
　
四
月
二
十
八
日

対
姫
路
独
協
大
　
一
対

一

田
部
　
第
二
位

文
化
会

フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
部

四
月
十
七
日

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
コ
ン
サ
ー
ト

（於
　
工
大
６０
周
年
記
念
計
上
）

テ
ー
シ

ョ
ン
　

ス
タ
ー
ト

淀
祭
実
行
委
員
長
　

住

　

田

　

堂
思

三
年
度
活
動
結
果
報
告

― ×
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夏
合
宿
を
終
え
て
」

期
間

。
八
月
十
八
日
ｉ
八
月
二
十
七
日

於

・
広
島
県
沼
隈
郡
沼
隈
町
中
山
南

一面
生

島
　
田
　
　
稔

今
年
の
夏
の
政
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

合
宿
が
無
■
終
わ
っ
た
。
自
分
の
目
桝

と
し
て
の
忍
耐
力
の
養
成
及
び
札
後
作

法
の
修
得
は
ほ
ぼ
完
成
に
ま
で
と
は
い

え
な
い
が
か
な
り
の
線
ま
で
は
い
っ
た

と
思
う
。
特
に
夏
場
に
弱
い
と
思
っ
て

い
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
対
し
て
根
性
を
兄

せ
た
。
他
の
朴
古
に
と
っ
て
も
自
分
な

り
に
又
他
人
か
ら
兄
て
も
十
分
に
出
来

た
と
思
う
。
そ
れ
な
り
の
心
が
ま
え
は

一
回

生

■
前
に
合
宿
は
キ
ツ
イ
も
の
だ
と
凹

い
て
い
た
の
で
党
に
し
て
行
っ
た
が
、

想
像
以
に
の
も
の
だ
っ
た
。

合
宿
は
八
日
‐ｌｌ‐
，
広
島
に
於
い
て
行

わ
れ
た
。
炎
天
下
で
の
妨
カ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は

，１１
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
高
校
時
代
た
い
し
て
ス

ポ
ー
ツ
を
や
ら
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ

て
は
、
死
ぬ
か
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
だ
っ
た
。

後
半
か
ら
は
筋
ト
レ
か
ら
解
放
さ
れ

二
同
生
に
な
っ
た
以
上
、
当
然
だ
と
い

う
■
は
分
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
粘

一
杯
や
っ
た
の
だ
。
よ
っ
て
満
足
ば
が

あ
っ
た
。
北
後
の
総
合
で
の
大
学
歌
。

あ
の
と
き
心
の
中
は
合
宿
に
対
す
る
充

実
は
か
ら
涙
が
出
る
思
い
で
あ
っ
た
。

礼
儀
作
法
又
集
団
行
動
に
対
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
。
人
間
と
し
て
当

然
す
べ
き
■
も
心
イ１１．
て
こ
れ
か
ら
の
団

活
動
に
精
進
し
て
行
き
た
い
。

新

村

出
不

た
の
は
良
か
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
型

や
欧
の
手
合
わ
せ
を
覚
え
る
の
に
大
変

な
管
力
を
要
し
た
。
技
終
日
は
Ｌ
伴
も

兄
に
米
ら
れ
た
の
で
失
敗
し
な
い
よ
う

に
と
率
収
し
た
。
そ
し
て
終
っ
た
後
は

ヘ
ト
ヘ
ト
だ
っ
た
。

自
分
に
と
っ
て
こ
の
合
宿
は
忍
耐
力

を
養
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
。
応
援

‐‥刊
が
合
宿
す
る
事
に
疑
問
が
あ
っ
た
が

終
わ
っ
た
今
は
解
答
が
得
ら
れ
た
気
分

だ
。

平成3年 夏合宿記念撮影 (中央 永田監督)於・広島県にて

学

祭

案

内

一
日
に
半
祭
と

，
っ
て
も
、
淀
祭
、　
大
学
祭
、
体
古
祭
、
工
学
余
、
八
宝
外

と
大
き
く
分
け
て
工
つ
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
祭
で
あ
る

か
紹
介
し
よ
う
。§

§
§
淀

毎
年
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
る
淀
祭
は
、
今
年
で
四
十
三
回
を
迎

え
る
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
、
例

年
、
開
余
時
に
行
わ
れ
る

「
マ
ス
に
御

用
心
」
。
こ
れ
は
、
参
加
者
に
配
ら
れ

た
マ
ス
に
祥
か
れ
て
い
る
数
字
で
拍
選

を
行
う
も
の
で
、
多
く
の
人
に
す
ば
ら

し
い
も
の
が
当
た
る
。
景
初
の
大
き
な

大
学
余
は
、
Ⅱ
部
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
淀
祭
と
同
じ
く
第
四
十
三
回
を
迎

え
る
。
催
物
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ

ー
ド
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
細
工

物
な
ど
数
多
く
あ
り
、
行
わ
れ
る
場
所

も
ス
テ
ー
ジ
、
食
堂
、
記
念
館
と
工
大

ス
テ
ー
ジ
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
場
所

を
替
え
淀
川
姓
防
へ
出
て
見
る
と
、
そ

こ
で
は
又
別
の
イ
ベ
ン
ト
、
そ
う
、
体

育
外
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
容

は
、
駅
伝
大
会
と
ッ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
あ
り
、
日
頃
運
動
不
足
の
学
生
に
と

つ
て
は
汗
を
流
す
良
い
機
会
で
あ
ろ
う

参
加
出
来
な
か
っ
た
人
道
は
、
次
の
機

工
学
余
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
派
手
な
淀
祭
と
は
う
っ

て
変
っ
て
、
展
示
が
中
心
と
少
し
地
味

な
感
じ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
存
在
に
、

気
が
付
か
な
か
っ
た
上
回
生
も
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
今
年
は
せ
非
、
見
て
は
き

た
い
。
学
研
系
の
ク
ラ
ブ
が
半
年
以
上

も
か
け
た
成
果
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で

八
宝
菜
の
も
し
り
で
あ
る
こ
の
公
は

そ
の
名
の
通
り
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な

い
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
。
工
学
会
が
学
研
系
の

ク
ラ
ブ
が
主
体
な
ら
、
こ
ち
ら
は
芸
術

系
の
ク
ラ
ブ
主
体
の
出
し
物
で
あ
る
。

喫
茶
店
、
占
い
、
写
真
般
示
、
落
語
な

ど
落
ち
汁
い
た
感
じ
で
休
慰
に
も
っ
て

こ
い
で
あ
る
。
色
々
な
場
所
に
、
た
く

§
§
§
大
学
祭

§
§
§

祭

§
§
§

楽

し

み

の

一
つ
で
あ

る
。

又
、

今

年

の

淀

祭

最
大

の
イ

ベ

ン
ト
と

言

え

る

コ
ン

サ
ー

ト
は

「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
　

Ｓ

Ｋ

Ｙ
　

Ｗ

Ａ

」

Ｋ

Ｅ
Ｒ

Ｓ
」

を
迎

え
、
大

い
な

る
盛

り
上

が

り
を

見
せ
る
だ

ろ

う
。

そ

の
他

の
性
物

や
棋

擬
店

も
、
き

っ
と

私
遵

を

満

足
さ

せ

て
く
れ

る

に
道

い
な

い
。

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
存
分
に
使
っ
て
お
り

何
処
へ
足
を
運
ん
で
も
損
は
し
な
い
だ

ろ
う
。
又
い　
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
兄
所

十
分
で
あ
る
。
そ
の
他
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
芋
と
思

い
ま
す
。

会
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
、
今
回
は
応

援
に
精
を
尽
く
そ
う
。
ン
フ
ト
ボ
ー
ル
、

駅
伝
共
に
貨
品
が
掛
か
っ
て
お
り
、
結

村
力
が
入
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

ス
テ
ー
ジ
や
棋
擬
店
ば
か
り
に
か
し

り
つ
い
て
な
い
で
、
学
祭
の
全
て
を
味

わ
う
為
に
、
河
川
炊
へ
も
足
を
運
ぼ
う
．

内
容
は
と
て
も
洪
い
も
の
で
あ
る
。
兄

て
回
る
う
ち
に
、　
一
つ
は
自
分
の
興
味

を
引
く
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
利
益

に
な
る
こ
と
も
ぁ
る
だ
ろ
う
。
ス
テ
ー

ジ
や
棋
擬
店
を
見
て
回
る
の
に
疲
れ
た

ら
、
工
学
余

へ
。
工
大
生
の
若
な
ら
必

ず
と
り
こ
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ん
の
出
し
物
が
あ
る
の
で
、
思
わ
ぬ

掘
り
出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
何
か
と
目
立
つ
外
で
の
出
し
物
だ

け
で
な
く
、
少
し
校
舎
内
に
入
っ
て
み

て
、
こ
の
様
な
も
の
を
探
す
の
も
ま
た

学
祭
の
楽
し
み
方
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

詳
し
い
場
所
年
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
て
故
き
た
い
。

§
§
§
体
育
祭

§
§
§

§
§
§

工
学
祭

§
§
§

§
§
§
八
宝
祭

§
§
§

総
人

口

演
武
祭

第
26
回

来
る
十

一
月
二
日
に
は
、
淀
公
の
一

環
と
し
て
各
武
辻
系
ク
ラ
ブ
が
演
武
を

披
露
す
る
第
二
十
六
回
演
武
余
が
行
わ

れ
る
。

こ
の
演
武
祭
は
我
が
応
援
団
、
体
市

会
本
部
、
Ⅱ
部
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
本
部

の
三
団
体
で
共
化
す
る
こ
と
に
な
り
、

応
援
団
を
は
じ
め
、
Ｉ

・
Ⅱ
部
の
各
武

道
系
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
林
古
の
成
果
を

先
生
方
、　
一
般
の
方
々
に
披
体
す
る
場

で
あ
る
．

各
武
道
系
ク
ラ
ブ
、
我
が
応
援
団
が

日
頃
の
厳
し
い
柑
古
に
耐
え
　
精
神
を

搬
え
上
げ
た
結
果
、
紫
Ｈ‐ｆ
し
い
演
武
が

完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

せ
非
多
く
の
方
々
に
見
て
な
き
　
武

道
の
竹
神
を
少
し
で
も
理
解
し
、
漑
し

ん
で
戴
き
た
い
。

日
時

・
十

一
月
二
日

耐

正
午
ｔ
午
後
四
時

於

・　
一ハ
十
周
年
記
念
洋
上

今
年
も
最
高
／

ビ
ア
パ
ー
テ
イ
ー

十

一
月
四
日
　
仰

午
後
五
時
四
十
五
分
よ
り

於

・
束
中
庭
及
び
仮
設
食
上

料
金
　
ビ
ー
ル
　
一二
八
〇
円

（前
売
り
三
ｉ
Ｏ
円
）

酎
ハ
イ
　
一〓
一〇
円

（前
売
り
三
〇
〇
円
）

学
祭
を
迎
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

学
祭
の
ユー士
終
日
の
一
時
を
、
二
部
怪
古

楽
部
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
生
演
奏
に
の
ど

ご
し
さ
っ
ぱ
り
の
生
ビ
ー
ル
を
加
え
、

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
燃
売
さ
せ
よ
う

で
は
な
い
か
。
踊
っ
て
も
良
し
、
飲
み

ま
く
っ
て
も
良
し
、
秋
の
一
夜
を
と
に

か
く
楽
し
く
過
ご
し
て
蚊
き
た
い
。

今
年
は
昨
年
と
同
じ
く
、
ビ
ー
ル
・

酎
ハ
イ
共
に
値
段
を
押
え
て
の
人
⌒
仕
。

昨
年
以
上
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
岩
も
早
速
ビ
ア
ハ
ー
の
チ
ケ

ッ
ト
を
史
お
う
。
前
売
り
は
班
に
行
な

つ
て
い
革
す
の
で
、
お
求
め
の
方
は
止

核
応
援
団
々
貝
迄
中
し
込
み
御
願
い
致

し
ま
す
。
当
日
は
仮
股
食
上
内
で
販
売
。

大
学
祭

体
育
祭
日
程
表

淀
祭

●

十
月
二
十
日
出

聞
６
時
イ
８
時
半

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

（Ｓ
）

十

一
月

一
日
閃

削
９
時
半
ど
聞
０
時

④
限
伝
大
会

（淀
川
姓
防
沿
い
）

削
１０
時
ｔ
鰤
０
１Ｉキ

ё
仮
装
行
列

削
０
時
１
１
時

コ
エ
学
祭
開
余
式
　
　
　
　
（Ｍ
）

判

１

時

ど

３

時

的
開
公
式

・
マ
ス
に
御
用
心

（Ｓ
）

十
一
月
二
日
ｎ

削
９
時
イ
問
５
時
半

④
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
　
（Ｇ
）

削
Ｈ
時
ど
剛
０
時

表
北
野
誠
　
公
演
会
　
　
　
（Ｍ
）

剛
０
時
イ
３
時

【
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ヨ
ー
　
（Ｍ
）

対

１

時

ど

３

時

文
八
生
祭
開
祭
式
　
　
　
　
（Ｓ
）

対
３
時
１
６
時

雄
キ
ヤ
ン
ハ
ス
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
ー

（Ｓ
）

十
一
月
三
日
出

削
Ю
時
ど
剛
０
時

＝
３
時
イ

５
時

剪
映
画

珂
バ
ッ
ク

・
ト
ウ

・
ザ

・
フ

ュ
ー
チ
ャ
１
３
，

料
金
無
料
　
　
　
　
　
（Ｍ
）

Ｗ
Ｏ
時
イ
３
時

演
武
祭
　
　
　
　
　
　
　
（Ｍ
）

＝

０

時

イ

４

時

凸
細

王
物
　
　
　
　
　
（仮
設
食
上
）

＝
１
時
イ

５
時

コ
キ

ヤ
ン
ハ
ス
フ

エ
ス
テ
ィ
バ

ル
Ⅱ

（
Ｓ
）

判
４
時
１

６
時

農

Ｊ
Ｕ

Ｎ

・
Ｓ

Ｋ

Ｙ
　

Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｋ

Ｅ

Ｒ
Ｓ

コ
ン
サ

ー
ト

料
金
　
２
０
６
０
円

（体
古
館
）

聞
５
時
，
８
時
半

０

カ
ク

テ

ル
パ
ー

テ

ィ
ー

料

金

　

３

２
０

円

十

一
月

四

日
側

削
１０
時
イ
聞
４
時

凸

キ

ヤ

ン

バ

ス

フ

エ

ス

テ

イ

（
Ｓ

）

剛
３
時
１
４
時

ω
Ｌ
学
祭
閉
祭
式

Ｍ
４
時
半
イ
５
時
半

の
門
祭
式
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
）

剛
５
時
半
，
８
時
半

⑮
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

料
金
ビ
ー
ル
　
　
３
８
０
円

タ
コ
ハ
イ
　
３
２
０
円

Ｓ
　
束
中
に
ス
テ
ー
ジ

Ｍ
　
Ｉ
大
６０
川
年
記
念
鮮

Ｇ
　
淀
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
合
わ
せ
は

⑭
　
淀
外
実
行
委
員
会
主
＝

阻
９
５
３
１
８
７
７
０

の
　
大
半
余
中
央
実
行
委
員
会
】
＝

④
　
体
古
会
本
部
】
仕

む
　
文
化
会
本
部
Ｉ
＝

阻
９
５
２
１
１
０
９
０

６
　
応
援
団
主
仕

S  ル

淀条風景 於 東中庭にて

我

々
應
援

図

で
は
、

幅

広

く

活
動
す

る
た

め

学

年

を

問
わ
ず

図

員

を

募

集

し

て

い
ま
す
。

詳
細
は
、
應
援
図
本
部
員
又
は
、

国
室
（部
室
セ
ン
タ
１
４
Ｆ
）
迄

大
阪
工
業
大
学
應
援
□
本
部

〃
0 ●

應

援

国

本

音呂

員

高級美術・贈答品・記念品

大 阪 ・ 千 林

奮 951-4247

年08業創

田中陶器餘)

日替り「おめん定食」

お好み焼他

お め ん

(小宴会に持 って こいの店 )

営業時間 :午後6時―午前2時迄

中宮4丁目 高速道路下

TEL954-6477

パチンコ

アレパチ

パチス回

新装開店

大工大生のアイ ドル

大阪工大正門前通 り T E L 952-2854


